
 

令和 5年度事業報告書 

 

令和 5年 4月 1日から令和 6年 3月 31 日まで 

 

（特定非営利活動法人九州コミュニティ研究所） 

 

１ 事業の成果 

私たちは第 20期（2023年度）の事業計画の総合テーマを、「FOCUS ON ACTION（行動重視）」
としました。このテーマは、自分たちの驕りや慣れを正し、もう一度活動当初の思いを取り戻す一
年にするために、と考えたものです。そして、自分の勇気を持ち続けるための合言葉のようなもの
も準備してみました。 
  
正解ではなく信念を。 
慣れより勇気を。 
理屈ではなく行動を。 
  
そのような一年だったはずの今期の全体を振り返るとどうだったのでしょうか？私たちは、どうも
胸を張ってトライしたとは言えない一年なのではないかと考えています。これまでと変わらず社会
的ニーズに対応するデザインを行うことはできています。むしろ、NPO業界の中で、私たちほどニ
ーズのクリアと共に自分たちがなすべきことを両立させている団体はいないのではないかと思って
います。しかし、デザインがそのコミュニティを、社会を変える可能性があるということを信じて
デザインを追求しているようには感じないのです。ほんの少しの差なのかもしれませんが、その差
が次の時代につながる価値観なのではないかと考えます。 
一方で、可能性のある事業もいくつも見られました。特筆すべきは、3期目に入っている指定管理事
業でしょう。管理業務を中心とした事業の中で、特別な取り組みとして行われる指定管理者企画事
業は、これまでにも JVとして力を入れてきました。しかし、コロナが完全に明けた今期、これまで
イベントや事業を経験していないスタッフばかりの中で、しっかりと引き継がれこれまでにない地
域の方の笑顔を生み出せたことは大きな成果と捉えています。現場のスタッフは、デザインの知識
やスキルなどありませんが、まっすぐ達成に向かって誠実に活動する様子は、まさに「FOCUS ON 
ACTION（行動重視）」だったのではないかと思います。他にも、若い力や外との協働など、多くの
誠実な皆さんとの仕事を通じて、見て感じた目の前にある美しい姿勢に、もう一度目を向け、自惚
れた自分たちをもう一度奮い立たせることの必要性を痛感しました。 
また、周辺のNPOにも大きな変化が起こっています。スタートアップのメンバーの高齢化による
経営層の若返りです。しかしこの社会的に重要な変化において、多くのNPOが躓いています。そ
れは、引き継ぐことに重きを置きすぎて、もう一度最初からになってもいいから歩いてみようとい
う姿勢がないことが原因なのではないかと考えています。ここでも挑戦する姿勢が問われています。 
この価値観が大きく動いている社会において、デザインの力を信じて活動を進めていくには、もう
一回り成長した僕たち CRIKになる必要があるのではないかと思います。これからも CRIKは、挑
戦をし続けることができる組織でいようと考えています。 



1-1� ✲噟ⴓ匿�

2023年度（20期）は、「FOCUS ON ACTION（行動重視）」をテーマとし、「結果が減収となって
も、自分たちの活動を見直し整える期間とし、実施する事業は社会的期待に応えるために効率では
なく品質に重点を置き丁寧に進める」ことに主題を置いた展開としました。そのため、予算案では
マイナス 280万と設定していましたが、想定以上の受託事業や、新しい指定管理業務の提案事業な
ど、九州コミュニティ研究所に対する期待を感じられる状況となり収入が増大しています。またそ
れに加えて、支出の方もコスト削減に努め、最終的にはプラス 193万となりました。 
 結果的には収支がプラスになりましたが、事業によっては進捗が停滞し品質に重点を置いたと言い
難い結果になったものもあります。またコスト管理も軽視され不安定な状態が続き、ディレクター
の実力不足が露呈する年度となりました。今期を教訓とし、今後はより精度の高い事業計画を各デ
ィレクターと共に改善を図ります。 
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Aךي٦ثⵃ挿剑㣐ꣲ崞欽ׅ�
倜ّٝءؙإِؠرٕ؟٦غص؎ٝ� �ⱄ箟䧭ךّٝءؙإ

Ύّٝءؙإ嫣ך✲噟侭椚ךפّٝءؙإ➭ה鸬䵿װ獳隁�

✲噟ي٦ؗأ鋅湫ׅ⚥דչؙحٔـػպչٍٕء٦اպչّٝء٦؛صُى؝պչصُى؝
ֽ」㢳圫䚍װ⣣⦼錁ְ׃ծ倜׃鋅湫חע䎃ّٝءؙإךאך䖞勻ְֲהպّٝء٦؛
Ⰵّٝءؙإٝ؎ؠرչِؠرٕ؟٦غص؎ٝպ倜鏣ծّٝءؙإⱄ箟䧭遤ְ׃תկ�
ⱄ箟䧭֮חծ爡⠓ך崧װ如ך儗➿鋅䰘ִגչ⠗ؠر؎ٝպְהֻא僇然ז
鸬䵿הّٝءؙإך➭ծֻזכדך⡘⽃ّٝءؙإכծ猘ג甧ָزفإٝ؝ّٝءؙإ
�կ׃תֹדָהֿ穈》ח噟✲ָז׃ ֶַֻסصى 2023 状峸䋐Ⱏⶼװ噟ّٝءؙٖ؍ر
ծ׃㢳ֻ涪欰噟✲穈》ָז遤ְ鸬䵿דّٝءؙإծ醱侧וז劢勻ⶼ鸡佄䴂噟״ח
ג״חⰟず⡲噟ךّٝءؙإⵖ⡲ٝ؎ؠرהّٝءؙإ⡲䧭ٝٓف CRIK זאח噟㹋倵✲ְ׃
�կׅתְגָ

 

Bّٝء٦؛ُى؝鯥ׅה�
䞔㜠Ⱏ剣ך堣⠓ֻא�

Ύ➭鋔挿ד✲噟،؍رًװ鋅湫ׅ�

Ώ⥋걾֮״٦ؙٙزحط峤箺ׇׁ�

痥 20 劍כ✲噟⠓陽ךד✲噟ֶֽח䞔㜠Ⱏ剣ך堣⠓חֻב岣⸂׃ת׃կ✲噟⠓陽כծぐ✲
噟ֶֽחKPI הֿؙׅحؑث鹌䯴ך噟✲ךד鋔挿זծ㢳錬涸וז⡲䧭ծ麊欽ךزحو٦ؓؿ
ָ劄ָׅתְגתծ֮ת肤㹀涸ז穠卓כ䖤׃דׇתկ✲噟⠓陽֮ך倯כ㣐ֹֻ何㊣
�կׅת䗳銲ָׅ֮
ؙ،㾜ծח琎噰涸⥋涪ך噟䞔㜠✲כדز؎؟ـְؑؐ׃倜ך➂岀׃ⱄ㨣⹛חծ劤呓涸ת
הٕ،ծٔדהֿ崞欽ׅוז⠓陽ز٦ٌٔ׃⸇㟓ג״ח犱شٗ؝կׅתְג㟓ִ瘝أإ
ؔٝٓ؎ٝ⚕鯥ָّٝء٦؛صُى؝ךד㟓⸇ה׃罋ִׅתկ� ➙䖓ّٝء٦؛صُى؝㣐
�կׅתְג罋ִהלֹד鸬䵿ה縦ֻא⦼⣣ְ׃倜חההծ猘׃ח✲

 

CⰟֻאח堣⠓ה㜥䲿⣘ׅ�
㜥侭ִָזծ䪮遭⠗ִ�

倜ח⡲噟㜥Ⱟ⦋䏧ծ✲䨽ח鵚ְ⽆㢳⼒匌⯔ח鏣ֽדהֿծךֻבך橆駄侭ְִג
䊨Ⱗ䨽㆞ַא䭯կ䪮遭׃ת׃⳿⹛ֹ穈》ךפ⪑橆駄侭ך符㜥✲䨽ⰻגׇկさׅת
䭯㜥ֹדָה遤ֲֿ遤捀ְֲה⡲חկ㹋ꥷׅתְגזח葺ְ堣⠓ע㷕⢪ְ倯ך堣勞װ
ծָؙהֿא ג罋ִהְַזכדךזח饯挿ךّٝء٦كثٌז㣐ֹגהח٦ة٦ؒٔ
�կׅתְ
�



1-3 盖椚ך㜠デ�
倜ְ׃⟗٥耵㆞ך㟓⸇�

⛯䊜؍ذصُى؝灇瑔䨽כ耵㆞ך䎂㖱䎃룳ָ 45 ⡤⸂ծ⨳䏿ָ➿⚅ך♳חկ暴׃תֹג馄ִ
➂זծ剣腉כחׅזֿחⴓ⼧噟ְג劍䖉ׁ搀ֻծ爡⠓ַח朐䡾鎉ִהⰋ♰חה
勞鵒ִֹץ儗劍ח傀חⰅ׃תֶגկך痥 20 劍ز٦ؙٕٔכ㾜ծせך耵㆞
ְג䵿ח噟ךծ穗椚٥筨ꟼ鸬װ噟ךד䭷㹀盖椚倵鏣⸕կ岀➂ָ➿邌׃ת鵒ִ
�կׅת

Ύ盖椚腉⸂فح،٦ٙػך�

ꞿ䎃ך䧄䙀✲갪֮דծ岀➂ⰻ鿇ך㛇湍זה穗椚װ筨鿇ز٦ؙٕٔך㹋倵׃ծ㣐ֹז䧭
卓ׅת֮אא־֮կ暴ח筨חꟼכג׃痥 20劍ַ堣腉Ⱏ剣װ饯周חְֻג־♳דչ筨
⠓陽պ㾜ծ⸇ׅ٦غًٝךⰟ剣װ鹌䯴ؙحؑث䓼⻉ծׁח僰ַ穗椚װ筨ח椚
鍑֮ך倜ًٝדהֿ⸇٦ָغ鸬⹛䚍ָぢ♳׃ծ岀➂ךⰋ㆞ָ⚥魦侭ִ倯ぢח䱿鹌׃㨣
�կׅתְג

Ώ⸤⫴橆㞮״ך葺ְ侭⪒�
耵㆞㼎韋ך⸤⫴橆駄ך侭⪒ח滠湡׃ת׃կ⟃ַ》穈ְד窌♷⡤禸ך侭⪒גִ⸇חծ
㽟噟鋉ג׃הׄכծ耵㆞ָ⫴ֽך٦ٕٕ鋅湫װ׃何㊣ծⰻ鿇ךד䲿周ծ歍デ欽ך剅䒭ٕװ
⫴⸥ךծ㹋ꥷוז圓眠ך顡♷ծ麊欽ٕ٦ٕך٦ٕخٕةآر邌ׁ➿חPCג׃侭⪒ծך٦ٕ
�կׅתְג侭ִ鿇ⴓꟼח

 
 
 



1-4 �㜠デךّٝءؙإ
 ؠرؙحٔـػ؎ٝ 

第 20期のパブリックデザインセクションは、コロナ禍を抜けて動き出し始めた市民活動を後押しす
るサポートを中心に、公共サービスが社会に求められている役割を今一度見直し、公共と市民がも
う一度歩み寄る場づくりを進めました。 
この方向に注目した背景として、2023年 3月に福岡県NPO・ボランティアセンターが移転・規模
縮小し、市民活動を支える公共サービスのあり方を見直す大きな動きがありました。市民にとって
必要なサービス・支援が何かを問われる、評価のデザインが必要な時期を迎えたと思われます。 
 
ӧׅ֮䭷㹀盖椚✲噟�
僴䎃䏝כⵃ欽罏װ涫ꐮ㔚⡤زٝ؎هّٝء٦؛صُى؝ךה琎噰涸ח㟓׃ת׃װկ杆䧭
卓ג׃הծⵃ欽罏侧ָ㣐ֹֻ⠼ןծתծⶴ⟃♳ך涫ꐮ㔚⡤ָ刿倜遤ְծ倵鏣ך㶷㖈䠐纏爙
ծչ֮דהֿ嗚鎢ׅ㔐瘶זծ黝ⴖ׃Ⱏ剣ד耵㆞ծ湱锑ⰻ㺁כדկ湱锑✲噟׃תֹדָהֿׅ
גג甧穈ג׃ה噟✲ךպչׅ֮湱锑ַךא♧ծוזזח穠卓־זאח噟✲ךպׅ
㹋倵ׅוזծ넝ְㅷ颵ךדⰕⰟָأؽ٦؟䲿⣘הכדךֹד䱿庠ׅת׃կתծ耵㆞ך肪䧭ח
�կ׃תָזא
׃鋅湫ךծ鐰⣣㛇彊גְאח鐰⣣պךչ䭷㹀盖椚罏ְג鹌ה䋐孖㽷ծ♧僴䎃䏝ַחׁ
㔳ծך䧭卓ג׃הծ⟀ㄤ 6䎃䏝ַכ荈䊹鐰⣣גְאחز٦ءծ㢩鿇ַכ鐰⣣ְׅװ׃
遤ְծ鐰⣣فح،ُءحٓـד湡垥ְֲהךֹדח僇然皘䨽ֹץׅ⸃岣כג׃הծⰻ鿇ך
�կ׃ת橆駄ָ侭ְ䱦ַ》ח盖椚٥麊㌀ծ✲噟㹋倵ךպչׅ֮חה
�
ӧ㖑㚖❛崧٦ةٝإ䭷㹀盖椚✲噟�
僴䎃䏝ַ状䀤䋐銮鿇㖑㚖❛崧٦ةٝإչְׁ֮נהպָ 3劍湡鵒ִծ䭷㹀盖椚「鎶ְג׃
 2 ծ10כד٦ةٝإ㖑㚖❛崧ךא 䎃馄ִג㖑㚖ך❛崧ך㜥⡲ח䵿׃תזההֿկ
չׄٝإى؝պכדծ㖑㚖⚺⡤ך颊ךְ㜥ֻב鹌׃תկ㶨ךו傈ח⪵׃
ջGO!GO!ִחռכדծ状䀤䊨噟㣐㷕װ㖑㚖⸃⼿ךוז،؍ذٝٓن䖤גծ㖑㚖ך颊װְ
❛崧欰ְג׃⳿篑傈》鴥ծ遤ָךוקֹד㶨ָו꧊תծ嚂׃ 1傈ה
�կ׃תז
橆֮נהկջְׁ׃ת鹌ֻב㜥䠬ׇׁׄ爡⠓䚍חծ䋐孖כדպ֮נהծչְׁת
駄㣐㷕ռכדծ㷕陎穗꿀罏ַך㼔涸ז闌䏟גִ⸇חծ僥歗ךꙢ颣װ⟰噟ַ䲿⣘ׁ鑐굸ז
זה堣⠓ְג׃⡤䠬ծ䋐孖ָ橆駄㉏겗דהֿ䲿⣘ׅ〡ⴖְׅװꟼג䭯莆ךו
襳琎ָ欰ֹד穈》חռأٓف僥歗긫֮נהջְׁװռؑءٕو֮נջדתկֿ׃ת
�կׅד䧭卓׃⳿
ծזה穈➬ֻגָ♳䲿周ָך植㜥ַ״獳遤ծח麊㌀倯䒭ְ׃倜ְֲהծ㨻㆞⠓ת
劤鿇ַأ؎غس،ך驎ִתㅷ颵ך넝ְ⟰歗✲噟ך㹋植ׅתְדְזאהפկ�
�
ӧ♧➂♧蔃չה׀׃٥המ٥תպزؙؑآٗفֻב⟰歗麊㌀瘝✲噟�
状䀤䋐ָ鹌蔃鸐ׄⰟⶼֻבתךչ♧➂♧蔃麊⹛պח䵿׃תկ嗂暟㕦ח鏣縧ׁ
ב⸃눁ך嗂暟㕦זה䬿挿ךծչ♧➂♧蔃պ麊⹛ג׃ה䗰⚥պ،ؙؒأؿ؎ٕٓؕصةنչ



♧չ倯ղְג䱦ֽ➬ֻבת崞鬨ׅדծ䌴䎢ְⴓꅿכג֮חկ㹋倵׃ת䬐ְֻ
➂♧蔃٦ةؙتٝ؝պה⡘縧➰ֽծ嗂暟㕦ך崞䚍⻉鸐ׄ蔃鸐ֻׄבת鹌׃תկ�
㢸ך嗂暟㕦ⵃ欽ג׃嗂暟٦ُٕؗٔאתח䲿⣘ׅչ٦غٝر٦ٕؖؕصةنպװծ
ⵃ欽ָ㼰ٝٗ؟ְז崞欽׃չ猼㺘㛇㖑ֻב WSպךוז㹋騧遤ְծ倜ְ׃ⵃ欽罏㾴ך䬪
ֻב٦ُصً➰㺔鹌ׅ⤛秛玗הׁס噟晛⟰זה頿彁ךծ劤✲噟תկ׃ת׃滠䩛ח
遤ְծ孖⟰噟ָⰕⰟׅز٦ه؟أؽ٦؟➬穈ך䓼⻉㔳׃תկ⟰噟װ䋐孖ָꟼⰕ
Ⱏ涸ي٦ؗأז圓眠ׅ䕵ⶴ䬐ֲ✲噟ָׅדծ✲噟鹌䯴כח㣐ֹז铬겗ָ婍׃תזהך
�կ

 
ӧ䫓㽵꼾⻌⩎فحّء٦ؙٙزٝك؎ֹןת⟰歗麊㌀✲噟�
2000 䎃ַ嗚鎢ָ鹌ֹג䫓㽵꼾ך何⥜䊨✲ָ穄ծ倜ְ׃䫓㽵꼾תךֹ؎ٝك
㛑䬐涪㾜ךծ穗幥ן穠黅顭䊛ה峯嵲弨כկ䫓㽵꼾׃ת䬐ְفحّء٦ؙٙꟼחز
䊛ך屟简֮חծ娖〷涸ח⻌⛯䊜ך涪㾜䬐㖑㚖⡝孖גהח䠥滠֮ך㜥䨽ׅדկ倜ְ׃
꼾ך㸣䧭ח⠵ְծ倜ְ׃遳٥꼾䎢㜥ך⢪ְ倯䲿周׃ת׃կ�
ןתךծֿ׃⡲䧭חⰟהي٦ث㷕欰ע㷕ٝ؎ؠر䒉眠٥ך⯋ծ㖑כ㐻➊׃⡲䧭דزٝك؎
�կ׃ת׃醡⡲דٝ؎ؠرזהծⱄ崞欽ָ〳腉ֻזדֽزٝك؎ֹ
ג剅ְ⳿䙼ְך遳װ窩טך꼾莔ְׅװꟼדוծ㼭ְׁ㶨כדفحّءծٙ٦ؙת
կ׃ת׃ٝ؎ؠر䱸挿٥帾ֻא䠥滠ךפծ䋐孖ָ䫓㽵꼾״חוזز٦؛ٝ،ֲ
ֻבתת㷕欰ָ꧊ח䖓زٝك؎ծ׃⫴㷕欰ָⰟה剣䘊ך⯋ծ㖑ָזא崞⹛ָח䖓زٝك؎
�կׅתְג竲ְהפֻבٝٗ؟

�

 

Ύ ؠرٍٕء٦ا؎ٝ 

アフターコロナにおいて、市民活動・地域活動が活気を取り戻していく中、一方で社会情勢の大き
な変容についていけない市民や組織も多くあり、あらゆる仕組みやルールに社会的なデザインの最
適化が求められる一年となりました。第 20期、ソーシャルデザインセクションでは、「市民に自治
を取り戻すデザイン」をテーマに、これまでの耐えて頑張るというスタイル一辺倒だった市民活動
に加えて、個人としてのやりがいや充実感の体得を基盤とした市民活動の創出に努めました。 
イベント等のシーンにおいても、 市民活動実践者とのコミュニケーションや参加協力を促すなど、
「他者の価値観を巻き込むことによる発想の活性化・多様化」を行動する上での基軸として重視し、
社会変化の激しい状況に対応しました。また、今期でソーシャルデザインのセクション職員が卒業
し、責任者だけのセクションになっていることは大きな課題です。 

 

ӧ状峸䋐Ⱏ⫴״ח劢勻ⶼ鸡佄䴂噟�
չ状峸䋐劢勻Ⱏⶼ٦ةٝإպ䠥獥ؗنٓ؛ؕحכծ倜ֻבתךְַ׃ⶼ⳿ׅ
Ⱅ鏣孖㌀ך倵鏣ג׃הծ䖞勻ַך NPOך،؍ذٝٓن٥佄䴂ח⸇ִծ⟰噟٥✲噟罏װ㷕吤ծ状
峸䋐חꟼ⤘䚍װꟼ䗰䭯ךח➂ךגץׅא㼎韋ֹծ䌴䎢ְ倵瘻㹋騧ׅ㜥䨽ׅדկ2023
䎃 7剢ך긫⟃勻ծ✳䎃䏝湡זה➙劍כծ㼛勻涸ז✮皾幾㼰䟝㹀׃ծ宕竲涸ז麊欽ִ⪑ח㛇
燉涸ךخٝذٝ؝欰װ׃⳿ծ搀꼽ג׃הֺ衅ֹץׅה挿ך鼅ⴽ杆♧䎃׃תזהկ䋐



孖٦ة٦ه؟勲י➬穈זהչؤ٦َ؎ٖفאֻסպךⶼ鏣װ䋐孖؍ذٝٓنה،⡤꿀א
ך䋐孖ֻג䠬ׄ䠐纏ח㹀滠ծ䋐孖崞⹛ךպيؚٓٗفְֽאֻסչזה駈䱦ַּז
ⶼ⳿湡䭷ך׃⡤禸侭椚׃չ䋐孖崞⹛ה䎊ׇךךאꟼ⤘պծ孡鯪ז孡䭯ד䋐孖崞⹛ךפ
㷕ן䖤㜥זהչؗؑؿؕحպך➬穈⻉ծو٦ذ㘗ך٦ؙٙزحطⶼ⳿ָ劍䖉ֹדչذ
٦闌ُؽرչ㖑㚖זה饯㔓ך籬ָךה㖑㚖ׅהׄכֻב㹋倵ծ鿢ך㘗ⰼ⼾⠓陽պو٦
䏟պך⪵ծ⟰噟ָ状峸䋐חֻבתך歗ׅ➬穈וזֻבծך駈䱦ַזה㢳ֻך
�կ׃תֹדָהֿׅ⳿ⶼيؚٓٗف
� � � �
ӧ痥如㣐ꅿ㙹䋐筨さ鎘歗䖓劍㛇劤鎘歗䋐孖ٙفحّء٦ؙ麊㌀噟�
ӧ㣐ꅿ㙹؍ذصُى؝圓䟝瘻㹀ٙفحّء٦ؙ�
ӧ㣐ꅿ㙹䋐⽂㖑⼒ֻבת؍ذصُى؝鎘歗瘻㹀ز٦ط؍ر٦؝噟�
فحّء٦ؙٙ꧊䋐孖כג׃הⰻ㺁ծ㹋倵ׅד噟ךד㣐ꅿ㙹䋐חהծכ✲噟ךֿ
》ךד⚥ךずׄ荈屚⡤כկ3✲噟ׅד噟✲ֲג׃崞ַח鎘歗瘻㹀ךծ➙䖓׃꧊秈䧭卓ךה
ذصُى؝ծַך⤘חٝٓف٦ةأوךծ䋐כي٦ؗأךծָׅת֮כד穈
٦ٕ䠬ָ؛أךהֻב鎘歗ֻבתך䬐ֲ䋐孖荈魦ⵖ䏝鏣鎘ծ㖑㚖荈屚ך倯֮ךⰋ⡤؍
殯ֶגזծֿך鎘歗瘻㹀חず儗ח䵿כהֿծ♧ךא荈屚⡤ך㖑㚖荈屚ָꅕ䧭ׁء
ծ㣐ꅿ㙹גְאח⣣⦼錁ְֲה䨱ׅ》荈屚חկ䋐孖׃תזה堣⠓ז顜ꅾֹד䷼湡٦ٝ
䋐ךד穗꿀ַהծ䋐孖ָ桦⯓ג׃荈屚崞⹛ח歗ׅ堣麊כծתת腚䓲֮דךזծ
䋐孖ך荈涪䚍넝ְֲה挿גְֶחծׁ �կ׃תַָהֿ実ָֻב穈➬ז

    
 

Ώ ؠرّٝء٦؛صُى؝؎ٝ 

第 20期、コミュニケーションデザインセクションでは、最適なアウトプットを生み出すために、他
者とのコミュニケーションに重点をおいたプロセスでのデザインに力を入れてきました。新規事業
も継続事業も、クライアントとの協議やこちらからの提案の接点などを丁寧につくり、交わした議
論をデザインに織り込んだことで、強度の高いアウトプットとなりました。 
�
ӧ㔊♰⼧䊛崧㚖ך俑⻉涸兝錁䞔㜠涪⥋✲噟�
㔊♰⼧䊛崧㚖ךךא䋐歕ֶן״Ⱅ渣頿㔚岀➂㔊♰⼧䊛頿㔚חהה䱿鹌ְג׃ꅾ銲俑⻉涸
兝錁חꟼׅ䞔㜠涪⥋✲噟ׅדկ⟀ㄤ 4䎃䏝ח倜זⴖ〡ך䞔㜠涪⥋䩛岀ג׃ה涪׃չأ؟
ծぐ㖑ג׃ה〡ⴖך⥋䞔㜠涪ך俑⻉涸兝錁ךծ㔊♰⼧䊛崧㚖כד穈➬ךպزٝوءٕـش؍ذ
ծ׃ծⱄ侭椚׃鐰⣣ד⣣⦼㛇彊ךծⰟ鸐׃꧊　䞔㜠ך倯պꟼךהչ䊛ך⚥ך׃凃挿㖈ׅח
涪⥋ְֻג׃鎘歗瘻㹀ְ׃ת׃կ�
竲ֻ⟀ㄤ䎃䏝כדծך㹋倵חぢֽ》穈ג׃הծ䋐歕ד䞔㜠涪⥋ׅ㼎韋暟ؙحؾ
遤钠㹀㻢叨ךפزٝوءٕـش؍ذأ؟ծָז׃侭椚٥Ⱏ剣䞔㜠ךאהמאהמծ׃فح،
陽锷⡦䏝䱰挿㛇彊ה鐰⣣鯥ךאծהׁזך䋐歕כךזהزٝ؎هחկ暴׃תְ
׃⥋涪ד鋔挿זוծג׃ח✲㣐ծ⡦ח㼎韋չ⡦״חկֿׅדהֿ׃ծⱄ鏣㹀ג׃
僥ׁח،湡涸ָؙٔך噟✲ְֲהպַ⣣⦼ָ⠗״ծ 26 ֿ鼅㹀ׅ钠㹀㼎韋ך⦍
錁⯔㹏װծ䋐孖ָזְֹג鹌⥋䞔㜠涪ךծ䒷ֹ竲ֹֿכחկ⟀ㄤ䎃䏝׃תֹדָה
�կׅת׃㾜ג׃ה㘗✲噟فحّء٦ؙׅٙث٦ٗف،湫䱸הפ �



�
ӧ状䀤䋐⽆暟긫٦شز٦ػؚٝ؍رٝٓـ✲噟�
⽆暟긫״չFacataպכծ2014 䎃䏝涪遤ך 秵㯭ְג׃鎶」ٝ؎ؠرָծ猘״〾95
⡤ׅדկ状䀤䋐⽆暟긫ָ䨽詿ׅ项俱כ䋐孖ךגהח㹇ְֲה֮ד㛇劤涸ז㪦ָז⥂כ
ծ2020 䎃䏝ַ箟꧊倯ꆙך䲿周遤ְծ劍ꣲ㹀ךչ暴ⴽ㾜爙պֻזכדծ傈ղך⽆暟긫ד錁
鋮ֹדչ䌢鏣㾜爙պח㣐ֹֻ滠湡׃ⰻ㺁ד箟꧊ٝ؎ؠر٥遤ׅתְגזկך穠卓ծⰋ㕂
�կׅתְגֹגְ➰ָٝ؋ؿז倜הׄծׄוז䩛秵ָ㾈ֶֻ倯ղַך铣罏װ暟긫⽆ך �
չPDFךزؐ،؎簚ꞿְٖׅװ铣דַموأכծ⟀ㄤ䎃䏝ג׃הآٍٖٝثזծ倜ת
晛պⵖ⡲׃ծגׄכⰕְ׃ת׃կֿג״חծׁז铣罏㾴ך䬪زأؗذה铣
ְ鎘ך䬐䔲㷕蔓㆞תկ׃תֹב娄鵚♧חٝ؎ؠرזـء٦ؙٕٝ؎ֹד㼎䘔חוז־♳
ծFacataח㹓ⰻךծ䌢鏣㾜爙㹓ד ծוזֽאّٝءفٍؗזծ暴ⴽכח项俱ְג׃➜稱ד
긫ⰻ㾜爙ךה鸬䵿鹌ծ״䠐纏֮הפ،؍رً傻螟ֹד㹋䠬䖤♧䎃׃דկ� �
�
ӧ⚅歲鼋欵嗚㹀 VIؚؠرؤح؎ٝ✲噟٥尣ظ䃊嗚㹀٦ٕخّٝء٦ٌٗف�
⚅歲鼋欵չ牞㺊䃊պ㸹⫷٥尣ظ䃊הꟼ鸬鼋欵纇חꟼׅ⣣⦼װ눁⸂Ⰻ㕂ך涺ׁח濼ְג
鑐זהֻבְַֹֻֽג׃⸇额ず٥ח穈》ך崞欽װ㶷⥂ךծ劤鼋欵纇חההֻ
꿀չ尣ظ䃊嗚㹀պחꟼׅ׃ת׃ٝ؎ؠر٦ٕخّٝء٦ٌٗفװؤحؚկ� ծ⟀ㄤד⚥
䎃䏝ַ׃ز٦ةأ剑㣐ꨇ僒䏝钖չ♳秷嗚㹀պכגְאחծٗװ٦ؙو؞钠㹀ؕׄכس٦
תկ׃תזה⸔♧넝س؎ٓفךծさ呓罏׃㾜דתٝ؎ؠرؤحؚוזآحغٝؾծ
أهך醱侧珏הծⱁ㶨ג׃ה،؍رًךׅװ㟓嗚罏」ך꣬⟄ծ⟀ㄤ䎃䏝כח䎃䏝劣➰鵚
תծֿד،ر؎،ְֲהְגזח㉏겗ך鑐꿀ָךך٦ةأهկ׃ת׃ٝ؎ؠر٦ة
�կ׃ת䖤㥨鐰הְזחד
�

 

ΐ ِؠرٕ؟٦غص؎ٝ 

第 20期から活動を開始したユニバーサルデザイン（UD）セクション。新設の背景には、社会にお
ける「多様性・柔軟性に対応し、誰にでも分かりやすく伝える」ニーズの高まり、法の整備などの
動きがありました。具体的には「障害者差別解消法」の改正による、指定管理事業者による障害の
ある方への合理的配慮が義務付けられたこと、また令和 6年から民間事業者も「合理的配慮の提供」
が義務化されたなどの要素があります。この社会的状況に鑑み、UDセクションは多くの人にわか
りやすく情報を伝えることに注力し、活動を進めました。特に既存のシステムそのものを見直し、
企画やメディアの役割に応じた情報提供方法の改善を実施しました。   
�
ӧ䭷㹀盖椚MG䎢㜠㹑⠗噟� �
ぐ❛崧ֶֽח٦ةٝإ〢ֻז䞔㜠ך鋅湫׃遤ְ׃תկ10 䎃ח⡲䧭ׁ؟ـؑؐ
⡚ְ朐䡾ך؍ذٔؽءإؙ،ـؑؐכדתתךծ植朐ֶגתろח噟鎘歗✲ךծ如䎃䏝כز؎
ٔؽءإؙ،ـծؐؑ׃鋅湫וז鏣㹀ך㣐ֹׁծ葿ך俑㶵װ㼎䘔ـءٝهأծٖדֿկ׃ד
�կ׃ת׃何㊣חך彊䬿ׅחAٕكٖך؍ذ
ך㹓ؚٝص٦ٖزծכדպׄٝإى؝կչ׃ת遤ְ㼎䘔䘔ׄחؤ٦صךծぐ긫חׁ
ⵃ欽⤛鹌ءٓثךך⡲䧭׃倜ְ׃ⵃ欽罏㾴杆ְׅתկչְׁ֮נהպכד荈屚⼿ה鸬䵿



㔳חչ8 吤⼒ךٕطػⵗ倜պהծ4 կֿ׃ת遤ְⵗ倜պךٝ؎؟չ周ⰻ֮חⰅ〡ךא
�կ׃ת遤ְ何㊣גⰅ》鋔挿ךծ拄ֻזדֽ㢌刿ׅٝ؎ؠرח⽃ծכד⡲噟ך
�
ӧֶַֻסصى 2023� �
㶨ו俑⻉ָ؍ذصُى؝⚺⡤ְגזהչֶַֻסصىպָׅדծ➙䎃䏝כ猘ָ麊㌀
ֹג涪ָ鹌גַֽկ儗׃ת㹋倵ׁד㽷⡤ⵖ✲ז殯כהדתծֿ׃ز٦ه؟
ו㶨ג鸐ׄ䮋䨌ְ׃倜ְֲהزأծؙؒזה㛇湍ךֶַֻסصىպָس٦ؕزأչؙؒ
㶨ٝ؎؟װꂁ縧ךծ⠓㜥Ⰻ⡤תկ׃ת׃䲿⣘堣⠓ץ㷕ֻ׃嚂穈➬ךֻבתח
ٝذٝ؝ծぐװ钷㼪זؤ٦يأךפأ٦لأׅ⻉㢌ג䘔ׄחկ儗׃ת׃ٝ؎ؠرד湡简ו
�կ׃תזחֲ״ֹדָהֿ׃嚂ֻזהծ鶳ֲֿ׃椚鍑ח湫䠬涸ָו㶨倯׃嚂ךخ
ך䔲傈ַ⪑彊✲㼎䘔ךפו㶨ך鋔鋙ꥺ㹱Ⰻ湦ׁ⸇חպֶַֻסصىչחׁ 
ד倯֮ךꥺְֶַָָֻסصىծֹדָהֿ׃嚂גהծדהֹֿדٝ؎ؠرדתز٦ه؟
�կ׃תָזאחהֿׅ⸇➰⦼⣣ְ׃倜ְֲה׃嚂
�
ӧ状峸䋐Ⱏⶼ״ח劢勻ⶼ鸡佄䴂噟 HP⡲䧭噟� �
ծ寸כח٦غ٦؟ךկ遤佟׃ד噟✲זה䗳갭ָأإؙ،ךפ٦ⰻغ٦؟ךծ遤佟כ噟✲ךֿ
װٝ؎ؠرך♳㤍秈ךה噟罏הծ䋐װⵖꣲךוזְזֹדأإؙ،ַ׃ַٝ؝اػת CMS
駈חծ植㜥׃ַ׃կׅתזה噟ךדծⵖꣲָ㢳ְ橆駄֮ⵖ秈ךؤ؎وةأֶֽؕח
رךأؽ٦؟ؙحٔـػ넝ְך弫駈䏝ד⚥ךծⵖꣲדהֿׅ❛ّٝء٦؛صُى؝ծן麊
�կ׃תֹד㹋遤ָٝ؎ؠ
⥂ג׃顐♧ָآ٦ً؎ز؎؟ծꞿ劍遤ח刿倜ָ㹀劍涸״חؿحةأծ植㜥ת
ծـ׃䲿⣘ג׃ٝ؎ؠر穈➬ך笝䭯זֲ״ ז遤ٝ؎ؠرز؎؟ְזָ♴ָ⸃سٝٓ
�կׅתְג



� ✲噟ך㹋倵חꟼׅ✲갪�
(1) 特定非営利活動に係る事業 

定款の 

事業名 
事 業 内 容 

実施 

日時 

実施 

場所 

従事者

の人数 

受益対象者 

の範囲及び 

人数 

事業費

の金額

(千円) 

コミュニ

ティ活性

化の為の

支援及び

提案事業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

福岡市 NPO・ボランティア交

流センター「あすみん」指

定管理業務 

 

 

 

福津市共創による未来創造

支援業務 

 

 

 

 

和白地域交流センター指定

管理業務 

 

 

 

 

西部地域交流センター指定

管理業務 

 

 

 

福岡市西市民センター指定

管理業務 

 

 

 

まちスポ福岡東運営支援業

務 

 

 

 

令和 5

年 4 月

～令和

6 年 3

月 

 

令和 5

年 4 月

～令和

6 年 3

月 

 

令和 5

年 4 月

～令和

6 年 3

月 

 

令和 5

年 4 月

～令和

6 年 3

月 

令和 5

年 4 月

～令和

6 年 3

月 

令和 5

年 4 月

～令和

6 年 3

月 

福岡市

中央区 

 

 

 

 

当法人

事務所

及び福

津市 

 

 

福岡市

東区 

 

 

 

 

福岡市

西区 

 

 

 

福岡市

西区 

 

 

 

福岡市

東区 

 

 

 

6 人 

 

 

 

 

 

4 人 

 

 

 

 

 

1 人 

 

 

 

 

 

1 人 

 

 

 

 

2 人 

 

 

 

 

2 人 

 

 

 

 

福岡市民 

40,000 人 

 

 

 

 

福津市民 

4,000 人 

 

 

 

 

福岡市民 

110,000 人 

 

 

 

 

福岡市民 

140,000 人 

 

 

 

福岡市民 

7,000 人 

 

 

 

福岡市民 

5,000 人 

 

 

 

34,000 

 

 

 

 

 

13,000 

 

 

 

 

 

4,850 

 

 

 

 

 

4,850 

 

 

 

 
5,500 

 
 
 
 
2,800 

 
 
 
 



コミュニ

ティ活性

化の為の

支援及び

提案事業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ミニふくおか 2023 ディレク

ション業務 

 

 

 

 

福岡市博物館ブランディン

グパートナー業務 

 

 

 

 

博多南地域交流センター企

画・広報支援業務 

 

 

 

 

 

 

折尾駅北側まちびらきイベ

ントワークショップ企画運

営業務 

 

 

 

第６次大野城市総合計画後

期基本計画市民ワークショ

ップ運営業務 

令和 5

年 7 月

～令和

6 年 3

月 

 

令和 4

年 4 月

～令和

5 年 3

月 

 

令和 4

年 4 月

～令和

5 年 3

月 

 

 

 

令和 5

年 4 月

～令和

5 年 6

月 

 

令和 5

年 4 月

～令和

6 年 3

月 

当法人

事務所

及び福

岡市 

 

 

当法人

事務所

及び福

岡市博

物館 

 

当法人

事務所

及び福

岡市 

 

 

 

 

当法人

事務所

及び北

九州市 

 

 

当法人

事務所

及び大

野城市 

 

4 人 

 

 

 

 

 

2 人 

 

 

 

 

 

2 人 

 

 

 

 

 

 

 

10 人 

 

 

 

 

 

2 人 

 

福岡市民 

2,000 人 

 

 

 

  

福岡市民 

70,000 人 

 

 

 

  

福岡市民 

70,000 人 

 

 

 

 

 

 

北九州市民 

900 人 

 

 

 

 

大野城市民 

300 人 

 

11,000 

 

 

 

 

 

725 

 

 

 

 

 

300 

 

 

 

 

 

 

 

1,175 

 

 

 

 

 

500 

 

 



コミュニ

ティ活性

化の為の

調査研究

及び情報

提供事業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一財）公園財団海の中道管

理センター「うみなかクリ

スマスキャンドルナイト」 

 

 

 

四万十川流域の文化的景観

発信事業 

 

 

 

 

 

福岡市立東西体育館広報支

援業務 

 

 

 

 

 

各種メディア作成業務 

 

 

 

 

 

各社 HP 維持管理・更新作業 

他 

 

 

令和 5

年 8 月

～令和

6 年 1

月 

 

令和 5

年 4 月

～令和

6 年 3

月 

 

 

令和 5

年 4 月

～令和

6 年 3

月 

 

 

令和 5

年 4 月

～令和

6 年 3

月 

 

令和 5

年 4 月

～令和

6 年 3

月 

 

海の中

道海浜

公園 

 

 

 

当法人

事務所

及び四

万十市 

 

 

 

当法人

事務所

及び福

岡市内 

 

 

 

当法人

事務所

及び福

岡県内 

 

 

当法人

事務所

及び福

岡県内 

 

5 人 

 

 

 

 

 

2 人 

 

 

 

 

 

 

3 人 

 

 

 

 

 

 

3 人 

 

 

 

 

 

2 人 

 

福岡市民 

10,000 人 

 

 

 

 

四万十市民 

2,000 人 

 

 

 

 

 

福岡市民 

100,000 人 

 

 

 

 

 

福岡県民等 

5,000 人 

 

 

 

 

福岡県民等 

100,000 人 

 

 

 

500 

 

      

 

 

 

2,100 

 

 

 

 

 

   

  884 

 

 

 

 

 

 

2,200   

 

 

 

 

 

1,100 

 


